
農林水産省から、令和７年産荒茶生産量について発表がありました。

これに関する知事コメントは以下のとおりです。

【知事コメント】

長年「日本一の茶産地」として歩んできた本県にとって、荒茶生産量が昨年に引

き続き２位になったことは、大変残念であります。

本県茶業は、担い手の高齢化や、やぶきたに特化した品種構成などの構造的課題

を抱えており、生産量を拡大していくためには、生産基盤の強化が重要であります。

このため、現在、拡大する海外需要に対し、輸出に取り組む茶工場の拠点化や、

海外で求められている抹茶等の生産に適した品種への改植支援など、生産構造の転

換を着実に進めているところです。

あわせて、静岡茶ブランディングプロジェクトにより、静岡茶の本来価値を世界

に発信することで、世界に通用するブランドの確立を目指してまいります。

引き続き、官民一丸となって、静岡茶の再生に向けて取り組んでまいります。
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